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2023年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は最近の業績動向を踏まえ、2022年５月２日に公表いたしました2023年３月期通期連結業績予想

を、下記の通り修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年３月21日～2023年３月20日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属 

す る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 
百万円 

58,020 
百万円 

1,540 
百万円 

1,660 
百万円 

1,010 
円 銭 

51.91 

今回修正予想（Ｂ） 60,300 2,150 3,400 1,450 74.27 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,280 610 1,740 440  

増減率（％） 3.9 39.6 104.8 43.6  

      
(ご参考)前期実績 
(2022年３月期) 

55,255 1,119 1,126 451 23.28 

 

２．修正の理由 

売上高は、新型足場「アルバトロス」を中心に仮設機材の販売やレンタルのコア事業が引き続き好

調に推移したことに加えて、電子機器関連事業において前連結会計年度に子会社化した東電子工業

(株)が期初から寄与したことや主力製品の無線機の販売も好調に推移した結果、前期実績並びに前回

予想を上回り過去最高となる見込みであります。 

利益面においては、コア事業や電子機器関連事業の好調な業績に加えて、原材料価格の高止まりや

円安の進行による仕入コストの上昇が販売価格の改定に先行する状況が徐々に改善したこと、為替予

約によるヘッジ効果などによって為替差益が生じたことから、営業利益、経常利益、親会社株主に帰

属する当期純利益は前回予想を大幅に上回る見込みとなりました。 

以上の結果、売上高及び各利益項目について、2022年５月２日に公表しました2023年３月期通期連

結業績予想を上方修正いたします。修正予想においては、売上高及び各利益項目はいずれも対前期比

で増収増益となる見込みであります。 

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


